
　

日

本

生

産

性

本

部

は

３

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

３

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

、

「

人

的

資

本

経

営

を

支

え

る

ア

ル

ム

ナ

イ

～

現

代

に

お

け

る

企

業

と

個

人

の

新

し

い

関

係

性

」

を

テ

ー

マ

に

、

杉

村

和

哉

・

ハ

ッ

カ

ズ

ー

ク

執

行

役

員

グ

ル

ー

プ

Ｃ

Ｆ

Ｏ

（

ア

ル

ム

ナ

イ

カ

ン

パ

ニ

ー

Ｃ

Ｅ

Ｏ

）

が

講

演

し

た

。

　

杉

村

氏

は

、

採

用

需

要

（

特

に

中

途

需

要

）

と

労

働

力

人

口

と

の

ギ

ャ

ッ

プ

が

広

ま

り

、

求

人

倍

率

が

上

昇

傾

向

に

あ

る

こ

と

や

、

労

働

市

場

全

体

の

転

職

回

数

を

み

る

と

労

働

市

場

の

中

で

は

転

職

経

験

者

が

３

分

の

２

を

超

え

る

と

い

っ

た

労

働

市

場

の

変

化

や

、

キ

ャ

リ

ア

オ

ー

ナ

ー

シ

ッ

プ

を

発

揮

す

る

人

の

増

加

と

い

っ

た

個

人

の

意

識

の

変

化

な

ど

を

背

景

に

、

近

年

、

ア

ル

ム

ナ

イ

（

も

と

も

と

は

卒

業

生

や

Ｄ

Ｂ

・

Ｏ

Ｇ

の

こ

と

だ

が

、

ビ

ジ

ネ

ス

面

で

は

企

業

の

退

職

者

を

意

味

す

る

）

が

注

目

を

集

め

て

い

る

と

説

明

し

た

。

　

そ

の

う

え

で

、

ア

ル

ム

ナ

イ

に

と

っ

て

「

関

係

を

継

続

し

た

い

会

社

」

で

あ

る

こ

と

は

、

入

社

候

補

者

に

と

っ

て

は

「

入

社

し

た

い

会

社

」

で

あ

り

、

社

員

に

と

っ

て

は

「

残

り

た

い

会

社

」

で

あ

る

こ

と

に

つ

な

が

り

、

ア

ル

ム

ナ

イ

の

つ

な

が

り

に

よ

っ

て

事

業

創

出

や

人

材

不

足

解

消

（

採

用

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

、

再

入

社

、

業

務

委

託

）

、

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

改

善

（

組

織

改

革

）

な

ど

の

価

値

を

創

出

で

き

る

と

指

摘

し

た

。

　

そ

う

し

た

ア

ル

ム

ナ

イ

の

価

値

創

出

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

「

オ

フ

ボ

ー

デ

ィ

ン

グ

」

（

従

業

員

が

退

職

の

意

思

表

明

を

し

て

か

ら

退

職

に

至

る

ま

で

の

施

策

）

が

適

切

に

行

わ

れ

る

こ

と

が

重

要

で

あ

り

、

オ

フ

ボ

ー

デ

ィ

ン

グ

が

適

切

に

行

わ

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

①

退

職

意

思

が

変

わ

る

可

能

性

が

あ

る

こ

と

、

②

退

職

者

の

本

音

を

引

き

出

す

こ

と

に

よ

っ

て

組

織

の

改

善

に

つ

な

が

る

こ

と

、

③

退

職

後

も

ア

ル

ム

ナ

イ

と

し

て

の

関

係

継

続

に

よ

る

再

入

社

の

可

能

性

の

増

加

や

「

レ

ピ

ュ

テ

ー

シ

ョ

ン

リ

ス

ク

」

（

自

社

に

関

す

る

ネ

ガ

テ

ィ

ブ

な

評

判

な

ど

が

社

会

に

広

ま

り

、

企

業

の

信

用

や

ブ

ラ

ン

ド

価

値

の

低

下

な

ど

が

起

こ

る

）

の

低

減

と

い

っ

た

効

果

を

得

る

こ

と

が

で

き

る

と

主

張

し

た

。

　

ま

た

、

ア

ル

ム

ナ

イ

を

活

用

し

た

採

用

ブ

ラ

ン

デ

ィ

ン

グ

と

し

て

、

カ

ム

バ

ッ

ク

採

用

者

（

ア

ル

ム

ナ

イ

か

ら

戻

っ

て

き

て

現

在

社

員

で

い

る

人

）

や

ア

ル

ム

ナ

イ

の

ま

ま

キ

ャ

リ

ア

を

構

築

し

て

い

る

人

を

紹

介

す

る

こ

と

で

、

現

役

社

員

の

個

別

紹

介

と

は

異

な

る

効

果

を

発

揮

で

き

る

こ

と

も

説

明

し

た

。

　

企

業

の

具

体

的

な

ア

ル

ム

ナ

イ

活

用

事

例

に

つ

い

て

は

、

ア

ル

ム

ナ

イ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

登

録

者

を

拡

大

し

て

い

る

会

社

や

ア

ル

ム

ナ

イ

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

を

創

設

し

た

会

社

、

ア

ル

ム

ナ

イ

に

バ

ー

チ

ャ

ル

社

員

証

を

発

行

し

、

自

社

店

舗

で

の

会

計

時

に

社

員

証

を

提

示

す

る

こ

と

で

料

金

の

割

引

を

行

っ

て

い

る

会

社

、

ア

ル

ム

ナ

イ

と

現

役

社

員

と

の

協

業

を

推

進

し

て

い

る

会

社

な

ど

を

挙

げ

た

。

　

杉

村

氏

は

最

後

に

「

雇

用

関

係

は

時

限

的

に

な

り

つ

つ

あ

る

が

、

辞

め

た

あ

と

の

信

頼

関

係

は

努

力

次

第

で

継

続

可

能

だ

」

と

強

調

し

た

。


